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1) The cultivation of PPLO in the developing chick embryo. 
   Three strains of PPLO isolated from the human genitourinary tract were cultivated  in. 

the developing chick embryo  ; two strains had been isolated from non-gonococcal urethritis 
in the male and one strain ("Campo L") isolated in America. Seven day old embryos 

were used for the yolk sac and the chorioallantois cavity routes of inoculation. 

   All 3 strains grew well in the chick embryo and they were grown consectively for  9. 

transfers when they were inoculated by the yolk sac route. 

   No increase in motality or no pathological involvement could be observed in the infected 
chick embryo. 

2) Subcutaneous inoculation of PPLO in mice. 

   Seven strains of PPLO were examined to determine their pathogenicity for mice  ;  & 

strains had been isolated from non-gonococcal urethritis in the male and 1 the "Campo  L" 

strain. Cultures of each of these strains were subcutaneously inoculated in mice. 

   All except 1 of the 7 strains did not affect mice after subcutaneous inoculation. Only 

the "Campo L" strain produced local abscesses in mice by injection into the foot pads. 

3) Intra-urethral inoculation of PPLO in monkeys (Macacus irus). 

   One strain of PPLO isolated from non-gonococcal urethritis (acute form) in the male 

was inoculated intra-urethrally into two male monkeys (Macacus irus) without any subse-

quent clinical or bacteriological evidence of infection.
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1.PPLO人 尿性器株の艀化鶏卵内培養

PPLO人 株 の 艀 化鶏 卵 内培 養 に 関 す る報 告 は

少 く,僅 か にPaine等5)(1950),Keller及 び

MortonS)(1954)の2論 丈 をみ るに 過 ぎ な い.

PPLOは 屡 々 人 の尿 性 器 病 変 に伴 つ て発 見 さ

れ るが.そ の病 原 的 関 連 は樹 未解 決 の まま残 さ

れ て い る.此 の微 生 物 の艀 化 鶏卵 内培 養 は,恐

ら く斯 る問 題解 決 の為 の 希 望 の もて る一 手 段 で

あ ろ う と思 わ れ る.

私 の本 実 験 の 目的 は,非 淋 菌 性 尿 道 炎 か ら の

分 離PPLO株 の艀 化 鶏 卵 内 培養 に よつ て,感

染 鶏 卵 内 に何 らか の病 的 変 化或 は致 死作 用 が 起

る か否 か を観 察 す るに あつ た.

(本論文 の要旨1。)は,1956年 第44回 日本泌尿器科

学総会に於 て発表 した.)

(1)実 験材料及び実験方法

i)供 試PPLO株:男 子非淋菌性尿道炎急性型

か らの分離保存株2(OT-18,0T-113)及 び米国の

Campo株 計3株 を使用 し,各3株 のPPLO用 固形

培地4日 培養を もつ て夫々菌浮游液を作成する(第1

編参照).

ii)使 用鶏卵:生 存力の確認された艀化鶏卵の7

日卵.

iii)接 種方法:Beveridge及 びBurnet法1'に

従つてPPLO3株 の各々につ き,卵 黄嚢並に漿尿膜

接種を行つた.即 ち,7日 卵5ケ を1組 とする次の各

実験群に,各 株の菌浮游液を夫々接種す る(第1表).

第1表

種継代 した.対 照非接種群に も同様の操作を行 う.

接種卵は透光に より生死を毎 日確め る.

Liv)判 定;接 種時には菌液の一部は必ず1白 金耳

宛PPLO用 固形培地 に移植培養す る.判 定は固形培

地に於 けるPPLOの 発育如何によ り,集 落数IO--20

ケを+,多 数発育 し,一 部集落の融合するを柵 とした

尚,接 種卵の肉眼的変化を観察する と共に,そ の卵黄

及び漿尿液の塗抹標本並に漿尿膜の固定標本を作成 し

之 らをDienes液 或は細川氏液4)にて染色検鏡 した.

(2)実 験成績

PPLO3株 の鰐化鶏卵内卵黄 爽接種及び漿尿膜接種

実験成績を一括すれぽ第 豆表の如 くである.

第 皿表PPLOの 艀化鶏卵内接種実験成績

OT-18

OT-113

Campo

卵黄嚢接種

菌 浮 游 液

(O。2,0.4
m1)

十～耕

(9)

十～ 冊

(9)

冊 ～柵

(9)

菌浮 游 液+
Penicillin

500u/rn1

十～ 耕

(9)

十～ 冊

(6)

÷～ 冊
9)

漿尿膜接種

菌 浮 游液

(O.2,0.4
m1)

十

(5り

十

(6)

十

(6)

菌浮 游 液+
Penicillin

500u/ml

十

(3)

十

(6)

十～ 十ト

(4)

[第1群1第 皿劃 第皿群1第rv群

():継 代数,

+:PPLO用 固形培地の集落10～20

柵:PPLO用 固形培地の集落多 数一部融合

卵黄嚢

接 種

漿尿膜
接 種

対 照

O.2ml菌 浮

游 液

同 上

0.2m1菌 浮

游 液
十

500u/ml

Penillin

〃

0.4m1菌 浮

游 液

〃

0.4m1菌 浮

1游 液

十

500u/ml

Penlcilin

〃

以上実験群につ き各7日 目 ごとに 継代接種 を行つ

た.即 ち,各 群か ら任意 に2ケ 宛 の接種卵を選び.卵

黄嚢接種例では卵黄 嚢及び卵黄乳剤 を,漿 尿膜接種例

では漿尿膜 及び漿尿液乳剤を作る.之 らを軽 く1,800

廻転10分 間遠心分離 しその上澄液を夫々0.2ml.宛 接

表示の如 く,卵 黄 嚢接種に於 ては,実 験条件の如何

を問わず3株 の卵黄 内発育は何れ も良好で あ り.総 て

9代 以上接種継代が可能であった.然 るに漿尿膜接種

では,PPLO集 落数は比較的少 く,接 種継代 も3乃

至6代 に終つた.

対照正常卵か らのPPLOの 分離培養は終始陰性で

あ る.

実験途上稀に死亡卵 を認めたが,何 れ も接種操作時

の雑菌混入に原因す ることが確認 された.

鰐化卵通過後,そ の集落の形態変化を示 したPPLO

株はなかった.又,各 接種感染卵 にっ き肉限的及び顕

微鏡的観察を行つたが,PPLOに よると思われ る病的

変化を示 した ものはなかつた。

(3)総 括及び結論

牛 の胸 膜 肺 炎菌6)7)並 に 七面 鳥2)及 び野 羊9}の

伝染 病 か ら分 離 され たPPLO株 は,感 染 艀 化

鶏 卵 に於 て 明 らか に病 変 を惹 起 し且 つ そ の死 亡

率 を著 し く上 昇 せ しめ る こ とが 報 告 され て い
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る,然 るにKeller及 びMorton3}に よれ ば,

人尿性 器 か らの分 離PPLO株 は,艀 化鶏 卵 内

に於 て良好 発育 を示 すが,感 染 卵 に何 らの病 変

を与 えず叉 卵 死 亡 率 の上 昇 もみ られ か な つ た と

云 う.

本 実 験 に使 用 したPPLOの 中2株 は,急 性

淋疾 類 似 の 激 しい臨 床 所 見 を 呈 す る非 淋 菌 性 尿

道 炎急 性型 か らの 分離株 で あ り,他 の1株 は マ

ウス足踪 に膿 瘍 を形 成 す る米 国 のCampo株 で

あ る.之 ら3株 は 夫k卵 黄 嚢 及 び漿 尿膜 接 種 ル

ー トに よつ て,艀 化鶏 卵 内 培 養 試 験 が 行 わ れ

た.

3株 は何 れ も牌 化 鶏卵 内 に於 て良 好 発 育 を示

し,就 中卵 黄嚢 ル ー トに よる も の は9代 以上 接

種 継 代 が可 能 で あつ た.併 し,接 種 感染 卵 総 て

を通 じて何 らの病 変 発 生 をみ ず 又 卵 死 亡 率 の上

昇 もな かつ た.

艀 化卵 通 過後,PPLO集 落 の形 態 変 化 を 示 し

た ものは な い.又VanHerick及 びEaton8)

が記載 した如 き正 常卵 か らのPPLO分 離iは,

之 を認 め得 な かつ た.

fiPPLO人 尿 性 器株 のマ ウス 皮 下 接種

実 験

人体感染 症 か らのPPLO分 離 株 を マ ウ ス の

鼻 腔 に接 種 して肺 炎 を発 生2mせ しめた とい う

報 告 に対 し,Edward3)4)は 正 常 マ ウ スに常 住

す るPPLOが 時 に 肺 炎 の原 因 とも な る と して

之 を 反ば くした.人 体 尿性 器 か ら分 離 され たG

株6)或 はCampo株 は,明 らか に マ ウス 趾 に 皮

下 膿 瘍 を形 成4)し,現 在 マ ウス に対 す る病 原 性

の有無 は,PPLO分 類 上 の一重 要 規 準4)を な す

といわれ る

た阪 逓 信 病 院 泌尿 器科 に於 て非 淋 菌 性 尿 道 炎

か ら分離 したPPLOに 就 き,先 に協 同 研 究 者

大 島5)は そ の 分類 実験 を行 つ た.そ の際 私 は 之

に平 行 して之 ら 分離株 の2,3を もつ て マ ウス

の皮 下接 種 実 験 を 試 み,そ の病 原 性 の有 無 を検

討 した の で報 告 す る.

i)供 試 菌株:男 子非 淋 菌性 尿道 炎 分離 保 存

PPLO株6(OT-1,,16,17,IB,1q ,112)及 びCampo

株(米 国),計7株 であ る.

ii)使 用 マ ウス:雌 雄 を とわず 体 重12～239の 純

系 マ ウス5匹 を もつ て 一群 とす る.

iii)接 種 菌液;次 の如 く2種 をf乍成す る.一 は

PPLO用 流 動 寒 天培 地 に4日 間 培 養発 育 した 菌株 を そ

の まま培 地 と一緒 に した菌 液,他 は液 体 培 地 に よ る菌

浮 游 液で あ る(第1編 参照)

iv)接 種 部位 と方 法:ツ ベ ル ク リン皮 内針 を 以 て

夫 々菌 液 を,マ ウス の 足蹴 の ぷ く らみ 及 び腹 部 皮 下 に

注射 す る.接 種 菌量 は 前 者 に は0.05m1,後 者 には0.1

ml宛 で あ る.

v)判 定:接 種後20日 間 毎 日観 察 し,局 所 膿瘍 を

形 成 した例 を 一ト,し な い もの を 一 と判 定 す る.経 過 観

察 期 間 中適 宜 屠 殺 し,発 死 体 を も 含 め て 夫 々剖 検 し

た.

尚,対 照群 を,PPLO用 流 動 寒 天 培地 注 射 群,液 体

培 地 注 射 群及 び 無処 置 群 の3に 分 け て比 較 した.

第 皿表PPLO株 のマウス皮下接種実験成績

マ

ウ
ス

No

1

2

0T-1・ 「 「

14

5

1犠

澄

趾

腹

6…ラ}趾

OT-168

9腹

10

ll

12趾
OT-1713

14腹

15

菌

液

接
種
量
ml

判 備

定1考
r

SS
…0.05二= _1

F

SS -IQ .1F
屠殺(20日)

SS

F

SS

F

SS

F

SS

L二 」
0.051_i

.一ヨ

0・'1=屠 殺(
12日)

F

0.05… へ 　
-1艶 　ヒ(6日)

　 　0
.1-1

16

17
0T-1tiI--18一

19

20

趾1SSIO.05「 ≡一　 　
_FI二 際 廻(20日)

腹1ギ ーiO-1… モi屡 殺(IO日 歩

21

OT-1g
22　　 　　　

23

i趾ss
1__

F

0.05

一 屠 殺(10日)

24

旨25.

(本 論文 の 要 旨は,第43回7),第44回8)日 本泌 尿 器

科学 会総 会に 於 て発 表 した.)

(1)実 験材料及び実験方法

OT-112

26

腹 「警SI・ ・1

i一三:

i…一.

;1趾

駕…圓

SS

F

SS

F

一 艶死(7日)

0.05_

L二1

・・11一三 騨 ⊥ 目)
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Campo

対 照

31

32

33

34

35

趾

腹

SS

F

SS

F

0.05

0.1

十

王
膿瘍(7日)

同 上
驚死(7日)

屠殺(7日)

瀬 寒天培地麟 ・闘

蕪体難地欝 蘭
SS:流 動寒天培地菌液

F:液 体培地菌液

(2)実 験成績

第 皿表の如 く,Campo株 のみ流動寒天培地菌液足

跣皮下接種群の2匹 が夫々皮下膿瘍を形成 した.他 の

6株 は総て局所膿瘍 を形成 しない.

皮下接種後20日 以内に,各7株 各群か ら適宜一 匹宛

選 んで屠殺 し,之 に6乃 至20日 の間驚死 した5匹 を加

えた計11匹 につ き剖 検を行つた.各 マ ウスの心,脾,

腎 は病理学的に何れ も著変を認めず,又 各血液の培養

も陰性に終つた.

(3)総 括及 び 結 論

男 子非 淋菌 性 尿 道 炎分 離 株6及 び米 国 の

Campo株 計7株 のPPLOの マ ウス に対 す る

病 原 性 を検討 す る為 に,マ ウス の皮 下接 種 実験

を 行 つ た 。マ ウ ス の足跣 の ふ くらみに 局 所膿 瘍

を形 成 したCampo株 を 除 き,他 の6株 は何 れ

も マ ウ スに対 し認 む べ き病 的変 化 を起 しえ な か

つ た.

皿.PPLO人 尿性器株の猿の尿道内接種

実験

Ruiter及 びWentholt1)(1952)は,2例 の

粟 瀾 潰 瘍 性 亀頭 炎 か ら分 離 したPPLO株 の病

原 性 を確 め るた めに,之 らを正 常 人の 亀 頭 包 皮

嚢 内へ 注 入 したが,何 らの炎 症 反応 も認 め 得 な

か つ た と報 告 した.之 は恐 ら く丈 献 上唯 一 の

PPLOの 人体 実 験 報 告 で あ ろ う と思 わ れ る.

私 は非 淋菌 性 尿 道 炎 急 性型 か らの 分離PPLO

株 を尾長 猿(Macacusirus)の 尿 道 内に接 種

し て,そ の病 原 性 を試 験 した.

(本論文の要 旨2)は,第43回 日本泌 尿器科学 会総会

に於 て発表 した.)

(1)実 験材料及び実験方法

i)供 試菌株:保 存OT-18株.こ の株は非淋 菌

性 尿道炎急性 型から純培養の状態で分離された もので

ある.

ii)供 試猿:2頭 の雄尾長猿(Macacusirus).

体重は夫 々2,200及 び1,0509で ある,

iii)接 種菌体及び接種量:次 の如 く2種 の接種菌

を作成する.

a一 固形斜面培地3日 培養のOT-18集 落を半斜

面か き集めた菌体.

b一 固形斜面培地に発育 した集落の半 鈎面を流動

寒天培地 に移値 し,5日 培養後之を培地 と共に混和.

a,b各 々1白 金耳(径1mm)を 尿道内に接種す

る.

iv)接 種方法=先 づ予備試験 として各猿は1週 ご

と3回 その尿道分泌物の培養実験が行われ,PPLO陰

性 が確実にされた.次 いで,外 陰部を酒精消毒 し,1

頭にはa菌 体 を,他 の1頭 にはb菌 体を,夫 々1白 金

耳宛尿道内粘膜 に塗擦接種 した.

v)判 定:接 種険の臨床所見,尿 道分泌物の塗抹

検鏡及び培養成績に よつ て判定する。臨床症状の観察

は隔 日ごとに1月 に及んだ.こ の間2頭 の猿か ら尿道

分泌物を採取 し,之 を夫 々石原培地,PPLO用 培地及

びタ リウム選択培地(第1編 参照)に 移植培養する.

同時に採取物 の塗抹染色標本を作 り,白 血球の有無其

他につき検鏡を行つた.

(2)実 験成績

a.固 形舞面培地3日 培養のPPLO集 落 を接種 し

たMacacusirus.

接種 後1月 間認むべ き臨床症状の発現をみない.接

種後9日 及び17日 の2回 にわた る尿道採取物の培養成

績はPPLO陰 性であ る.塗 抹染色標本を検鏡するに

白血球を認めない.

b.流 動寒天培地5日 培養を培地 と共に混和 して接

種 したMacacusirUS.

aと 同様臨床症状は発現 しない12日 目に採取 され

た尿道分泌物の培養及び検鏡所 見も,前 と同様陰性成

績を示 した.

(3)総 括及び結論

PPLO入 尿 性 器 株 の 病 原 性 に 関 す る 入体 実験

報 告 は,前 述 の如 くRuiter及 びWentholt

を以 て唯 一 とす るが,一 方,之 を猿 の尿 道 に接

種 しそ の病 原 性 を探 究 せ ん と した試 み も,従 来

な か つ た よ うに思 わ れ る.
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本実験に使用したPPLOは,恰 も急性淋疾

に類似した激烈なる症状を呈した男子非淋菌性

尿道炎から分離され,初 代 分離後比較的日の浅

い5代 継代株であつた.こ のPPLO株 の猿の

尿道内接種によつて何 らかの炎症病変の発現を

期待したが,総 ては陰性に終つた.

御指導,御 校閲を賜つた大 阪大学微生物病研究所藤

野恒三郎教授,並 に大 阪逓信病院必尿器科山本弘部長

に深謝する と共に,御 援助を頂いた石原藤太野博士,

大島升博士 に感謝の意 を表す る.

尚本研究は 日本電信電話公社医学研究費 に負 うとこ

ろが多い.附 記 して謝意を表す る.
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